
第１学年 道徳指導案 

  日 時  平成２３年９月３０日（金）５校時 

児 童  男子９名 女子１０名  計１９名 

指導者  小 田 潔 恵 

１ 主題名  わがままなきもち [１－（１） 節度・節制] 

２ 資料名  かぼちゃのつる（学研 みんなのどうとく １年） 

３ 主題について 

（１）価値について 

   小学校学習指導要領第３章道徳の第１学年及び第２学年の内容１「主として自分自身に関する

こと」の（１）に「健康や安全に気を付け、物や金銭を大切にし、身の回りを整え、わがままを

しないで、規則正しい生活をする。」とある。これは、中学年の「自分でできることは自分でやり、

よく考えて行動し、節度のある生活をする。」及び高学年の「生活習慣の大切さを知り、自分の生

活を見直し、節度を守り節制に心掛ける。」と深くかかわっている。進んで自分のことを行い、節

度を守る児童を育てようとする内容項目である。 

この時期の児童は、周りを気にかけずに自分の思うままに行動したことが、周りの人を困らせ

る場合もあることに気付かないことが多い。そこで、本主題をもとに自分のわがままな振る舞い

が他人に迷惑をかけることについて考えさせることが大切であると考えた。 

（２）児童について 

   学級の児童は、穏和で明るい子どもが多く、素直な態度で学校生活を送っている。４月に入学

し、『元気いっぱい１年生』を学年テーマとして掲げ、小学校で初めて体験する数々の活動を楽し

んできた。学級では、朝の会で日直が「今日のめあて」を設定し、帰りの会で反省を行っている。

「今日のきらり」のコーナーでは、めあてを守ろうとがんばっていた子どもの名前を挙げ、ほめ

る姿もみられる。 

   しかし、休み時間や清掃活動などの場面では、忠告されても自分のことだけを考えて行動した

結果、学級全体または友達に迷惑をかけることも少なくない。そこで自分勝手なわがままな行動

は迷惑をかけることに気付かせ、忠告を素直に聞き入れることを大切にする心情を育てていきた

い。 

（３）資料について 

   みんなの忠告に耳を貸さず、好き放題つるを伸ばしたかぼちゃが、最後につるをトラックに切

られ、痛い思いをするという内容である。注意されてもわがままを通していったかぼちゃの気持

ちを考えることで、人の忠告を聞くことの大切さに気付かせていくことのできる資料である。 

（４）指導について 

  本時の授業では、わがままなかぼちゃの心情に共感させ、これまでの生活体験と重ね合わせな

がら、ねらいにかかわる価値について考えていけるよう、次の手立てを講じていく。 

・かぼちゃのわがままな気持ちに共感させるため、動作化と役割演技を取り入れる。活発な意見

交換ができるように、役割演技をしている児童だけでなく、役割演技を見ていた児童にも、そ

のときのかぼちゃの気持ちを語らせるようにする。 

・導入の段階では、注意されても素直に聞けなかった経験をとりあげ、ねらいとする価値への方

向付けを図りたい。また、展開後段では、これまでの自分を振り返り、わがままをしなかった

経験やそのときの気持ちを語らせることで、周りの人も気持ちよく生活できるということに気

付かせ実践意欲を高めていきたい。 

・展開前段で、児童が話の内容に興味をもち、自分のこととして考えが深まるように紙芝居を活

用して資料を提示する。  
 

 

 



●行事（２学期始業式）･･･ 

・夏休みの反省をお互い聞き合

い、反省を生かしためあてを

たてる意欲をもたせる。 

・教師の話から、２学期の生活

の見通しをもつ。 

●学級活動･･･ 

・夏休みの生活を振り返り、よ

かった点は生かし、悪かった

点は反省をし、２学期の生活

を向上させようとする気持

ちをもたせる。それをもとに

２学期の個人のめあてを立

てさせる。 

４ 指導の構想 

「人の忠告を聞き入れることの意義や大切さを自覚し、自分の言動を反省して、わがままをしないで生活をしようと

する心」を育てる学級における指導の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［環境づくり］ 
・帰りの会の『きょうの

めあて』のコーナーで、

めあてを反省させる機

会を設ける。 

・学習や行事、日常の係

活動等、様々な取り組

みの中で、よく考えて

行動できたことを認め

る場を設定する。 

・自分の生活について振り返

る機会を設定し、自分の

がんばりと成長を実感

できるようにする。 

 

 
 

 学年テーマ 

『げんきいっぱい１ねんせい』 

 

 

 

 

 

［学級経営の方針］ 

○人の意見や注意を素直に受け止め、気持ちよ

く生活しようとする心が育成されるよう、他

領域との関連を図りながら、意図的に場を設

定していく。 

○人の意見や注意を素直に受け止め、行動を改

めたり、気持ちよく生活しようとしたりして

いる姿を取り上げ、それらを認め、励まして

いく。 

○互いのがんばりややさしさを認め、励まし合

える学級づくりを心がける。 

 

教 師 の 願 い 

自分の思うままに行動するだけでなく、

人の意見をしっかり聞いて、考えて行動で

きる子どもに育ってほしい。 

 
 

【目指す子ども像】 

・人の意見や注意を素直に聞き入れ、わがままを

慎み、気持ちよく生活できる子ども 
 

 

［家庭との連携］ 
・学級通信や連絡帳などを活用

しながら、目指す子ども像に

向かっている具体的な子ども

の様子を伝え、同一姿勢で子

どもの指導にあたることがで

きるように努める。 

 

［地域との連携］ 
・子ども会や地域の行事など

の活動を通して、わがまま

をしないで生活しようとす

る心情が育成されるよう連

携を図る。 

 

●マーくんのわがまま（４月） 

「ぶんちょうになったマーく

ん」 

＜節度節制＞ 

身の回りを整え、わがままを

しないで規則正しい生活をし

ようとする心情を育てる。 

。 

●わがままなきもち（９月） 

「かぼちゃのつる」 

〈節度節制〉 

人の忠告を聞き入れることの意義や

大切さを自覚し、自分の言動を反省

して、わがままをしないで生活しよ

うとする心情を育てる。 

道徳の時間 

導入･･･ 

・家族や友達に注意された経験を

話し合い、価値への方向付けを

図る。 

展開前段･･･ 

・わがままだったかぼちゃが、つ

るを切られて初めて自分のわが

ままな行動に気付くという心の

変化に気付かせる。 

展開後段･･･ 

・これまでの生活を振り返り、わ

がままをしないでよかった経験

を話し合わせる。 

終末･･･ 

・教師の説話を聞き、わがままを

慎むよさを感じさせる。 

 

●日常活動･･･ 

・帰りの会のコーナーの発表

で、周りのことを考えて気

持ちよく過ごしていた児童

を賞賛する。教師側からも

そのような行動を紹介して

いく。 

●行事（見学学習）･･･ 

・見学先での決まりを確認し

ながら、わがままをしない

で協力して見学しようとす

る気持ちを高める。 

・気持ちよく、楽しく過ごす

ためのめあてを班ごとに決

め、事後反省をする。 

気づく 深める 広げる 

●自分の力で（１月） 

「しまのおさるたち」 

＜自立＞ 

他人に頼らず、自分のこ

とは自分でやることの

大切さに気付き、自立す

る心情を育てる。 

 

●時間のきまり（４月） 

「べんきょうがはじまりま

すよ」 

＜節度節制＞ 

決められた時刻を守ること

の大切さを知り、時刻を守

ろうとする心情を育てる。 



 

５ 本時の指導 

（１）ねらい 

   人の忠告を聞き入れることの意義や大切さを自覚し、自分の言動を反省して、わがままをしないで

生活しようとする心情を育てる。 

（２）展開の大要 
段階 学習内容と主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

導 

入 

 

５ 

分 

１ 人に注意をされたが、素 

直に聞けなかったことを 

発表する。 

○家族や友達に、どんなこと

で注意されたことがあり

ますか。 

 

 

・そのとき注意を聞きました

か。それはどうしてです

か。 

・その時素直に注意を聞きましたか。 

 

 

 

・宿題を先にしなさいと言われ

た。 

・廊下を走って注意された。 

・ぞうきんがけの順番を守らず

注意された。 

・すぐには聞かなかった。めん

どくさかったから。 

・すぐに聞いた。みんなが困っ

ているから。 

 

 

 

・今までの活動や体験を想起さ

せ、価値への方向付けを図る。 

 

 

 

 

展 

開 

前 

段 

 

３０ 

分 

２ 資料を読み内容を確認 

 する。 

○かぼちゃの気持ちを考え

ながら聞きましょう。 

 

３ 主人公の行動、気持ちに 

ついて考える。 

○つるをぐんぐん伸ばして

いるとき、かぼちゃはどん

な気持ちだったでしょう。 

 

 

 

 

 

○はち、ちょう、すいか、い

ぬに注意されたとき、かぼ

ちゃはどんな気持ちだっ

たでしょう。 

・はちに注意されたとき、ど

んな気持ちだったでしょ

う。 

 

 

・ちょうに注意されたとき、

どんな気持ちだったでし

ょう。 

 

・すいかに注意されたとき、

どんな気持ちだったでし

ょう。 

 

 

・いぬに注意されたとき、ど

んな気持ちだったでしょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・楽しいなあ。 

・どんどん大きくなるぞ。 

・もっと遠くまで伸びるぞ。 

・気持ちがいいなあ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・そんなの知らないよ。 

・ちょっとくらいいいだろう。 

・人がよければいいだろう。 

 

 

・そっちに行きたいの。 

・ぼくの畑はせまいんだもの。 

 

 

・けちなこと言うなよ。 

・いいじゃないか 

・うるさいなあ。 

 

 

・またいで行ってよ。 

・ほっておいてよ。 

・ぼくの勝手だろう。 

・紙芝居を使って資料を提示する 

ことにより、内容を確認させ

る。 

  

 

 

 

 

・黒板に掲示したかぼちゃのつる

を実際に伸ばしてみて、かぼち

ゃが気持ちよくつるを伸ばし

ている様子を感じ取らせる。 

・動作化を取り入れ、かぼちゃの

気持ちをとらえやすくする。 

 

・他人の迷惑を考えずにわがまま

を通そうとするかぼちゃの気

持ちに共感できるように、役割

演技を取り入れる。 

・児童がかぼちゃに同化し、気持

ちを発表できるように、「すこ

しぐらいいいじゃないか。けち

けちするな。」「またいでとおれ

ばいいじゃないか。」の台詞を

言わせた後でかぼちゃの気持

ちを言わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎トラックにつるを切られ 

たとき、かぼちゃはどんな

ことを考えたでしょう。 

 

・痛いよう。ひどいじゃないか。 

・車のせいだ。 

・こんなことなら、みんなの言

うことを聞いておけばよか

った。 

・言うこと聞かないぼくが悪か

ったよ。ごめんね。 

・これからはわがまましない

よ。 

・ペアで発表し、全体での発表に 

自信をもたせる。そして全体の

発表で、できるだけたくさん発

言させ多様な価値観に気付か

せたい。 

・考えを交流することで、かぼち

ゃがつるを切られて初めて、自

分の自己中心的な行為に気付

き、わがままをしないと思った

心の変容をとらえさせ、ねらい

とする価値にせまりたい。 

 

 

 

展 

開 

後 

段 

 

７ 

分 

４ 自分の生活を振り返り、 

わがままをがまんした経 

験について話し合う。 

○かぼちゃさんのように、わ

がまましていたけれど、も

うしないって思ったこと

はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

・おしゃべりをしていたら、友

達に注意されたのですぐに

やめた。 

・まだ遊びたかったけど、友達

に言われて教室にもどった。 

・テレビを見ていたけど、家の

人に注意されて見るのをや

めた。 

 

 

 

・これまでの生活を振り返り、わ

がままをおさえると自分も周

りの人も気持ちよく生活でき

ることに気付かせたい。 

終 

末 

 

３ 

分 

５ 教師が「わがまま」につ

いての説話をする。 

 

 

 

 

 

・教師の小学校時代の話をし、わ

がままをがまんすることの大

切さを十分感じさせたい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も
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、
わ
が
ま
ま
し
な
い
よ
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すいかの絵 

かぼちゃの絵 

はち ちょう 
いぬ 

トラックの絵 

か
ぼ
ち
ゃ
さ

ん
、
こ
っ
ち

は
ひ
と
が
と

お
る
み
ち
だ

よ
。 

か
ぼ
ち
ゃ
く
ん
、こ
こ
は

み
ん
な
が
と
お
る
み
ち

だ
よ
。こ
れ
で
は
と
お
り

に
く
い
よ
。 

か
ぼ
ち
ゃ
さ
ん
、
わ
た
し
の

は
た
け
に
は
い
ら
な
い
で
。 

か
ぼ
ち
ゃ
さ
ん
、

あ
な
た
の
は
た
け

は
、
ま
だ
あ
い
て

い
ま
す
よ
。 

（畑の風景の絵） 

泣いている 

かぼちゃの絵 

○
み
ん
な
の
い
う
こ
と
き
い
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
。 

 
 
 
 

 

○
い
く
こ
と
き
か
な
い
ぼ
く
が
わ
る
か
っ
た

よ
。
ご
め
ん
ね
。 

○
も
う
わ
が
ま
ま
し
な
い
よ
。 

・
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
い
い
だ
ろ
う
。 

・
ひ
と
が
よ
け
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。 

・
そ
っ
ち
に
い
き
た
い
の
。 

・
ぼ
く
の
は
た
け
は
せ
ま
い
ん
だ
も

の
。 

  

 

・
ほ
う
っ
て
お
い
て
よ
。 

・
ぼ
く
の
か
っ
て
だ
ろ
う
。 

・
け
ち
な
こ
と
い
う
な
よ
。 

・
う
る
さ
い
な
あ
。 

 

・
も
っ
と
と
お
く
ま
で
の
び
る
ぞ
。 

・
き
も
ち
が
い
い
な
あ
。 

そ
ん
な
こ
と
か
ま
う
も
ん
か
。 

ほ
っ
と
い
て
く
れ
。
ぼ
く
、
そ
っ
ち
へ
の
び
た

い
ん
だ
い
。 

す
こ
し
ぐ
ら
い 

い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
け
ち
け
ち

す
る
な
い
。 

ま
た
い
で
と
お
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。 

い
た
い
よ
う
。
あ
ー
ん
、
あ
ー
ん
。 

道 



 ６ 資料分析 
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ど 

場 

面 

主
人
公
の
心
の
動
き 

児
童
の
反
応 

発
問 

《
主
な
発
問
》 

かぼちゃがつるをぐんぐん伸

ばしている場面 

・かぼちゃのつるは、ぐんぐ

んのびていきました。 
 

 

 

・そんなことかまうもんか。 

・ほっといてくれ。ぼく、そっちへのびたいんだい。 

・すこしぐらいいいじゃないか。けちけちするない。 

・またいでとおればいいじゃないか。 

 

・楽しいなあ。 

・どんどん大きくなるぞ。 

・もっと遠くまで伸びるぞ。 

・気持ちがいいなあ。 

・ちょっとくらいいいだろう。 

・そっちにいきたい。 

・ぼくの畑は、少ししか空いてないんだもの。 

・けちなこと言うなよ。 

・いいじゃないか。 

・うるさいなあ。 

・ほうっておいてくれ。 

 

・痛いよう。ひどいじゃないか。 

・車のせいだ。 

・こんなことならみんなの言うこと

聞いていればよかった。 

・言うこと聞かなかったぼくが悪か

ったよ。ごめんね。 

・もうわがまましないよ。 

○つるをぐんぐん伸ばしてい

るとき、かぼちゃはどんな気

持ちだったでしょう。 

 

 

○はち、ちょう、すいか、いぬに注意されたとき、かぼちゃはど

んな気持ちだったでしょう。 

 

◎トラックにつるを切られたとき、

かぼちゃはどんなことを考えたで

しょう。 

   

資料名 かぼちゃのつる 

（出典：学研 みんなのどうとく １年） 

かぼちゃが、はち、ちょう、すいか、いぬに注意をされ

る場面 

主
人
公
の
状
況 

謝罪 

気持ちよさ 

自分勝手 
後悔 

わがまま 
楽しさ 

 

不機嫌 

反省 

〔〔    〔ねらい〕人の忠告を聞き入れることの意義や大切さを自覚し、自分の言動を反省して、わがままを 

しないで生活しようとする心情を育てる。 

トラックが通り、あっという

間にかぼちゃのつるが切られ

る場面 

・いたいよう。あーん、あー

ん。 

のびのび 


